
県立米沢工業高校では､「職業適性や将来の進路について考え、職業人としての姿勢、マナーなど

社会性を育てる」ことなどを目的として、毎年インターンシップ（就業体験学習）を実施しています。

山形河川国道事務所では10月28日・29日の2日間の日程で4名の生徒を受け入れ、29日(木)は

南陽出張所において、河川管理業務を体験しました。

出張所長から国土交通省や最上川の概要、河川管理の仕事についての説明を受けた後、最上川の

現場に出発！堤防を歩いて点検し、結果をまとめたり、工事現場を見学することで、河川整備や管理

の重要性を学んだようです。

ホームページアドレス→ http://www.thr.mlit.go.jp/yamagata/syucho/nanyou/

写真を掲載することについては、高校から了解を得ています。

出張所長の説明を
聞いた後は ―――

いよいよ現場へ！！

工事現場見学。堤防に設置された「樋管」のゲート
を新しく交換する工事。既存樋管の取り壊し状況を見
学しました。

災害対策車ステーションを見学。
南陽出張所管内に配備されている
排水ポンプ車と照明車は、災害時
に要請を受け、現場に出動します。

排水ポンプ車訓練時の様子

堤防モニタリング調査に挑戦！ ①傾斜角度を測定し､堤防の形状を
確認します。②貫入棒を押し込むことで､堤防の強さを測定します。
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